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平成 28年度は、障害者差別解消法の施行に始ま

り、県立図書館の再整備に向けた基本的な考え方

や、県立川崎図書館の移転に向けた方向性などが

示され、変革に向けた動きが具体化した年であっ

た。また、大和市立図書館が駅前の文化創造拠点

の１つとして 11 月に再整備されたのも大きな動

きの１つに挙げられよう。 

神図協関連では、県内の大学図書館において、

「共通閲覧証」制度の運用が推進されたほか、各

委員会でもそれぞれの活動が計画的に行われた。 

４月に開催された神図協総会においては、「図書

館における電子書籍サービスの現状と課題」と題

して、出版流通の現状説明や電子化への館種を超

えた横断的な対応を促す内容の講演があった。 

また、11月の図書館総合展においては、例年同

様、神図協と神資研の連携によるブースが出展さ

れたほか、研修委員会による「出版文化を支える」

と題するフォーラムが開催され、出版社の厳しい

台所事情も踏まえてのトークが展開された。出版

流通と図書館の関わりについては、以前から様々

な課題が指摘されてきたところだが、11月に一般

社団法人日本書籍出版協会から全国の公共図書館

宛てに要望書が出され、大きな反響を呼んだ。 

 

 

私自身、この４月に行政から図書館に復帰した

が、左記のような構造的変化や利用者ニーズの多

様化を日々実感している。 

図書館員に求められる知識やスキルも進化して

おり、従来のサービスにしっかり取り組みつつも、

今までとは違う何かへの「シフト」が必要である

ことは、多くの図書館員が体感していることであ

ろう。 

しかしながら、自館が単独でできることには限

界があり、また、各図書館の運営方式や担い手も

多様化している。図書館には他部署とは異なる独

自の課題も多く、自治体や館種を超えた横の連携

の中で解決策を模索すべき事項は少なくない。 

このような状況において、自治体や館種を超え

た協力や研修の重要性、リカレント教育による専

門性の維持・向上の必要性は以前より増している

のではないだろうか。 

企画委員会では、今後も県内の大学や専門、公

共図書館に共通するテーマを意識しながら、２年

後の神図協創立 90周年に向けて、連携の推進や事

業展開に取り組んでいきたいと考えている。 
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県内の動きと連携への取組  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

企画委員長 岡野 正志 

(川崎市立中原図書館長) 
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今年度は昨年度に引き続き出版文化をテーマと

したが、議論を発展させ、出版文化を支えるため

に何ができるか、図書館の新たな可能性を提言す

る会とし、元塩尻市立図書館長の内野安彦氏と、

原書房社長の成瀬雅人氏に対談をお願いした。 

まず内野氏から、図書館の課題として「認知度

が低い」という点が挙がった。図書館を知らない

市民が多いということは、議会で重要視されず、

予算減額に繋がる。認知度向上に努めることが、

予算増額の糸口になり得るのではないか。また、

認知度が低い理由として、地域に出向かない、名

刺を持ち歩かない等、図書館員特有の文化がある

と指摘。図書館員は地域に出向き、市民がより多

くの本に触れられるよう努めるべきと述べた。 

その実例として、内野氏が館長を勤めた塩尻市

立図書館の開館準備の様子を紹介した。周辺地域

の書店・古書店・図書館等を訪問し、書棚を分析。

地域に不足している資料を選書するように努めた

という。その際、貸出数は考慮せず、多品種の資

料を市民に届けることを意識した。また、全国的

に有名な取組「本の寺子屋」にも触れ、地域の書

店と図書館の協力が重要である、と述べた。 

選書について成瀬氏は、「地方の書店には専門

書が配本されない。図書館がキーステーションと

なって、市民に本が行き届くようにしてほしい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月８日～10日、パシフィコ横浜で開催された

「第 18回図書館総合展」において、広報委員会で

は、今年も神奈川県図書館協会の展示ブースを開

設しました。 

昨年に引き続き、神奈川県図書館協会の紹介、

加盟館一覧、各委員会の概要と活動報告のパネル

のほか、協会刊行物等を展示しました。前面のラ

ックに並べられた加盟館のチラシは、講演会・貴 

重書展、イベント開催案内が目を引き、多くの方 

 

と、出版社からの希望を述べた。内野氏も、「近年

の図書館の書棚は、書店に似てきている。市民ア

ンケートでは、図書館に来ない理由として『読み

たい本がない』という声が多い。出版文化を考え

た選書をすれば、少部数の本が全国に行き届くと

信じている」と述べた。 

成瀬氏からは、出版文化を支えるための動きを

図書館が積極的に行っていない面について「何故

なのか」という問いかけがあった。そして、小予

算で実施展開している山梨県の例を示し、様々な

工夫で取り組んでほしいという要望が語られた。 

最後に内野氏が「今までと同じことをしていて

は予算がつかない。出版文化を守る最大の力は市

民の力。市民に支えてもらえる図書館になるよう、

アクションを起こすべきだ」とまとめ、その具体

例として、１月に行われる「出版文化を支えるイ

ベント『金原瑞人 本のワクワク』」が紹介された。 

当日は昨年度を超える入場者があった。アンケ

ートでは、「出版文化を守るべき意義を具体的に

知ることができた」というだけでなく、「新しい視

点をもらえた」「少しずつでも何かアクションを

起こします」「図書館だからこそ出来ることをよ

りつきつめ、実践を図りたい」といった「次」を

感じさせてくれる前向きな記載も寄せられた。 

 

（綾瀬市立図書館 百瀬 茉莉奈） 

 

 

 

 

 

 

 

が手に取ってくださいました。 

また、昨年まで好評だったブックスタンドの作

り方のチラシに変えて、今年は文庫用ブックカバ

ーを作成し、延べ 450枚を配布しました。予算の

都合上単色となりましたが、薄緑・薄黄色の用紙

に、神奈川県の木のいちょう、本、結び目、それ

ぞれのデザインが好評で、特に裏面に印刷した加

盟館分布図には、図書館の多さに、みなさんが驚

きの声をあげていらっしゃいました。 

特集：図書館総合展 第 18回図書館総合展 フォーラム報告 

｢出版文化を支える ～図書館・書店・出版社～」 

（11月９日実施） 

～地域の出版文化を支えていくには～」     （11月 12日実施） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特集：図書館総合展 第 18回図書館総合展 ブース展示報告 

    （11月８～10日実施） 
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今年は総合展の来場者が昨年より減っており、

その影響からかブース来訪者も３日間で 325人と

昨年を下回りましたが、熱心に展示をご覧になる

方が多く、いろいろな質問をお受けしました。「加

盟館の相互協力の体制」「郷土資料のデジタル化」

などに加え、最近話題の「読書通帳機の導入」に

ついて等。また「神奈川県は活動が盛んと聞いて

見に来ました」と他県の図書館の方。「職員が少な

い中、大変だと思うが頑張って欲しい」「公共だけ

でなく大学と一緒に活動しているのが素晴らし

い」等の励ましの声もいただきました。館種を超

え、さまざまな人が神奈川県図書館協会の活動に

興味を持ち、期待を寄せてくださっていることを

実感した３日間でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月 20日(木)、平成 28年度（2016年度）第７

回神奈川県図書館協会職員研修会が相模原市の杜

のホールはしもとにて開催され、相模原市立相模

大野図書館・ヤングアダルトサービス研究会代表

の清野愛子氏による「やってみよう！ＹＡサービ

ス ～動向と実践例を交えて～」、図書館流通セン

ターの笹原悠氏による「橋本図書館の事例報告 ～

発信・交流・挑戦～」の講演が行われました。 

清野氏の講演は、①ＹＡを知る、②ＹＡ資料を

知る、③全国の先進例・事例報告の順で進められ

ました。①は、参加者からの事前アンケートを集

約した「ＹＡあるある＠あなたの地域」の紹介が

あり、流行に敏感なＹＡ世代の現状を知ることが

できました。②は、ＹＡ世代と読書について統計

数値を基に解説があり、10代は読書離れ世代では

ないとのことでした。③は、講師が薦める全国の

先進例紹介及び自館における近隣の学校（大学２

校、高校１校）との参加体験型プログラムの報告

がありました。講演の中で「ＹＡは、図書館『初

心者』かつ『すぐ未来の』図書館ユーザーである。

手助けや橋渡ししながら、末永い利用者を育てて

いくことが一番大切である」と述べていました。 

 

 

 

 

 

 （鶴見大学図書館 吉田 千登世） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次の笹原氏の講演では、橋本図書館は、

「YouthfulAge（若い世代）」という造語によりＹ

Ａサービスを展開しており、発信→交流→挑戦を

キーワードに事例報告がありました。まず、第一

の場・発信は、自館の掲示板・プチ展示・発行物

について説明がありました。第二の場・交流は、

中高生編集委員との関わり方や編集会議の様子な

どについて、第三の場・挑戦は、オリジナル企画

の中高生から文芸作品等を募集する「ＹＡ大賞」

に関する報告がありました。また、中高生の編集

委員からの声として「学校以外の交友関係も広げ

られる」「中高生と本をつなぐ架け橋である」など

が寄せられているということでした。 

講演後には、相模原市立橋本図書館の館内を２

班に分かれて見学させていただき、研修は終了し

ました。 

どちらの講演にも事例報告があり実践的な内容

のため、参加者が熱心に聴講されている姿が印象

深く、アンケート結果からも「ＹＡサービスの原

点を確認できた」「地域の学生同士のつながりを

図書館が作っていける面白さを知ることができま

した」など前向きな御意見をいただきました。 

 

（東海大学付属図書館 岡﨑 富美江） 

 

 

 

研修レポート 

「ＹＡサービスの基本と実践 ～学校連携事例をはじめとして～」 

（10月 20日実施） 
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柿澤篤太郎山岳図書コレクションは、日本の近

代登山の黎明期から戦前までの日本アルプスを中

心とした登山に関する図書、雑誌、そして 19世紀

後半から 1930年代までの洋書で構成されている

コレクションです。平塚市の戦後復興時の市長で

あり、横浜山岳会会員であった柿澤篤太郎氏が生

前収集された山岳図書をご遺族から平塚市図書館

に寄贈されたものです。 

コレクションには、日本の近代登山の幕開けを

彩った志賀重昻、小島烏水、高頭式、武田久吉、

辻村伊助らの図書を中心に、明治から大正にかけ

ての資料があります。 

大正から昭和にかけて、夏山登山、雪山登山な

ど登山の方法や技術の進歩した時期であり、大島

亮吉、船田三郎、三田幸夫らが活躍しておりまし

た。山岳会、大学山岳部の機関誌・会報などもあ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回このコレクションの中から１冊ご紹介しま

す。1887年小田原に生まれ、関東大震災時箱根湯

本の自宅で死去した神奈川ゆかりの登山家、辻村

伊助の『ハイランド』です。前半は、ハイランド

（スコットランド北部山岳地帯）の登山記録でも

あり楽しい紀行文でもあります。後半部は、日本

の紀行「飛騨山脈の縦走」「高瀬入り」「神河内と

常念山脈」と続き、関東大震災で崩壊した自宅か

ら発掘された歌稿 103首を合わせた遺稿集となっ

ております。  

この柿澤篤太郎山岳図書コレクションには、数

多くの名著が収集されており、登山愛好家や研究

者にとってたいへん役に立つ貴重な資料と言えま

す。 

 

      （平塚市中央図書館 松澤 文子） 
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